令和２年度指定管理運営業務評価票（案）資料１
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　　　　　年度評価：

※評価の基準：モニタリング評価は、次の基準により行うこととする。
①項目ごとの評価は下記の４段階評価とする。
　S：計画を上回る優良な実施状況　A：計画どおりの良好な実施状況　B：計画どおりではないがほぼ良好な実施状況　C：改善を要する実施状況
　②年度評価は、次の４段階評価とする。
　S：項目ごとの評価のうちＳが５割以上で、Ｂ・Ｃがない　A：項目ごとの評価のうちＢが２割未満で、Ｃがない　B：Ｓ・Ａ・Ｃ以外　
C：項目ごとの評価のうちＣが２割以上。又はＣが２割未満であっても文書による是正指示を複数回行う等、特に認める場合

※備考：R3年度は総合評価、R4年度は最終評価をする。
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